
                                                   

                                                    

                                                   

                                                    

                                                 

                  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 11/15(水) 避難訓練（地震）          
 不意の災害時に備え、生徒の安全な避難
と確実な点呼を行うことを目的に、今回は
休み時間における地震発生を想定した避
難訓練を行いまし 
た。焦らず、適切 
な避難行動をとれ 
るよう、事前学習 

にて初期行動を確 

認しました。 

寝屋川二中・学校だより 

池田の里 
寝屋川市立第二中学校 
令和５年度１２月号 
令和５年１１月２８日(火)発行 

校 長  清  水 通  生 

 『税金はたくさんのおかげさま』  
 
 
今回は、全国納税貯蓄組合連合会及び国税庁が主催する「中学生の『税についての作文』」において、

近畿地方の学校のうち 1,169 校から 101,013 編の応募がありました。その中から、見事に近畿納税貯蓄

組合総連合会会長賞を受賞した山本華音（３年）さんの作文を紹介します。 

 

「全ては、おかげさまの存在があるからだよ」父からよく聞く言葉です。あるとき、私は母に、父がな

ぜこの言葉をよく口にするのか尋ねました。父は過去に三度も心筋梗塞で倒れた経験があります。私が

５歳の頃に倒れた時は少し覚えているのですが、私が生まれる前と生まれて一か月くらいの時だったそ

うです。倒れるたびに急な入院と治療を受けました。直接治療したのは主治医の先生ですが、父はそれ

以外にも、看護師さんや栄養士の先生、病院以外にも薬のパッケージを作る人など、たくさんの人にお

世話になっている、それが陰で支えてくれる「おかげさま」だと父は、言っていると母から聞きました。

税金も「おかげさま」の一つだという話を父から聞いて、税や社会保障、高額医療制度について考える機

会を得ました。この作文では、私たち中学生が考えるべきことと、現在の大人たちに感謝することにつ

いて述べたいと思います。 

 まず、社会保障と高額医療制度について、日本の支出は、社会保障がトップで約３７兆円も占める重

要な役割です。父親の入院費や手術費は大変高額だったそうですが、幸いなことに社会保障や高額医療

制度のおかげで、医療費の一部が補助されました。これにより家族の経済的負担が軽減され、治療に専

念できる環境が整いました。これらの制度に感謝すると同時に、今後もよい充実した社会保障を築いて

いくことが重要だと思います。 

 次に、私たち中学生が考えるべきことについてです。税には国や地域の発展に欠かせない役割があり

ます。税金を納めることで、医療や教育、災害対策など、さまざまな社会的サービスや施策が実現してい

ます。だからこそ私たちが将来、成人として働く時には、正しく税金を納めることが社会への貢献につ

ながるのです。負担と感じることもあるかもしれませんが、そのお金が社会の「おかげさま」になってい

ることを知り、税金の重要性を理解することが大切です。 

 また、今の大人たちに感謝することも忘れてはなりません。私たちが快適な環境で暮らし、学び成長

できるのは、過去の世代が築いてきた成果の「おかげさま」です。たくさんの「おかげさま」が築いた社

会制度や福祉に感謝し、その恩恵を受け継ぐことは大切なことです。そして、未来のために私たち自身

も努力し、社会に貢献することで次世代へとつなげていく責任があると思います。 

父の病気の経験から、税や社会保障の重要性を痛感しました。私たち中学生は将来の社会を担う存在

です。常に感謝の気持ちを忘れず、共感の心を持ちながら、社会に対する理解を深めていきたいと思い

ます。そして、私たちの行動が誰かの「おかげさま」になって少しずつでも社会をより良い方向に導くこ

とを願っています。 

 

学校の中でも、電気、ガス、水道はもちろんのこと、教科書やタブレットなど学校で使用するほとんど

が税金で賄われており、皆さんはその恩恵を受けて暮らしています。山本さんの作文で書かれていたよ

うに、私たちも感謝の気持ちを忘れずに共感の心を持ちながら、「おかげさま」を意識して毎日の生活を

過ごしていけば、自然に思いやりの気持ちにあふれた第二中学校になっていくと思います。素晴らしい

作文を本当にありがとうございました。 

双葉学園 寝屋川市立第二中学校 
校 長  清水 通生 

 １２月の行事予定            

51日(金) 薬物乱用防止教室 
   15日(金) 三者懇談会 (12/18,19,20) 
   21日(木) 給食終了 
  22日(金) 終業式 
   23日(土) 冬季休業開始 

 11/2(木) 文化発表会                                    

 文化発表会(全校生徒と保護者が体育館に集い舞台発表を鑑賞する形式)が４年振りに開催されました。吹奏
楽部や文化活動部（お琴）による演奏、１・２年生の舞台発表、３年生全員による合唱、生徒会企画な
ど盛大な舞台発表となりました。午後は各学年や各教科、美術部等の展示作品の見学を行いました。 

 １月の行事予定                 

59日(火) 始業式 
   10日(水) 給食開始  
      ３年 実力テスト 
            １・２年 チャレンジテスト 
   23日(火) １・２年 教育相談 (1/24,25,26) 
  24日(水) ３年 学年末考査 (1/25,26) 

 10/30(月)３年合唱コンクール 

71 期生にとって中学校３年
間で初めての合唱コンクー
ルが実施されました。最優秀
を受賞した２組は、文化発表
会の舞台にてその歌声を披
露しました。 

 11/17(金) １年車いすバスケット    
 パラスポーツ選手が来校し、車いすの生活や障がい者ス
ポーツなどをご講話いただきました。生徒は車いすに乗っ
た活動や選手との対話も楽しんでいました。 

 


